
平成25年…見出しミン・20.32Q
月…見出しミン・67.73Q
日づけ…見出しミン・54.19Q
号数…見出しゴ・32.74Q
※白フチ…3.2ｐｔ。

黒線…線幅1.6ｐｔ（1.169㎜）　※線黒フチは4.8ｐｔで角丸。

No.1186No.1186

No.1182

5

20
平成30年

平成31年平成31年

22

11

もくじ…新ゴPro M15Ｑ
        　行間16pt
丸数字…UD新丸ゴＭ13Ｑ
円　…直径4.125㎜（多少誤差あり）、白フチ0.2㎜
　　　丸数字と文字の間は1㎜
※もくじ・円の色は「広報ふじ」のロゴに合わせる。

写真キャプション…太ゴB101Pro14Ｑ
　　　　　　　　 行間14H
白フチ…0.35㎜
2桁数字…AV-200

春季火災予防運動　　  
養育里親を知っていますか？　　  
国民年金の手続をしましょう！
食育弁当コンテスト結果ほか 　　
まちかどネットワーク
軽自動車・バイクの手続はお早目に　  
富士市臨時職員募集
市長への手紙
／狭あい道路拡幅整備事業
暮らしのたより
富士青春市民紹介

8

2

6
4

9
10
11
12

16
13

もくじ

 1 月13 日　消防出初式（市役所駐車場）
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平成30年 平成29年 過去10年の平均値
総出火件数（件） 62 80 90.5

火
災
種
別

建物火災 35 40 45.7
林野火災 1 0 1.4
車両火災 6 9 11.5
船舶火災 0 0 0.0
航空機火災 0 0 0.0
その他の火災 20 31 31.9

焼損棟数（棟） 43 49 60.5
り災世帯（世帯） 17 27 31.7
建物焼損床面積（㎡） 2,494 8,805 2,525
死
傷
者

死者（人） 1 1 1.7
負傷者（人） 7 24 16.2

損害額（千円） 623,599 1,603,557 333,655

（表1）平成30年（ 1～12月）市内火災発生状況

（表2）原因別火災発生状況（上位）
平成29年

1位 放火・放火の疑い 14件

2位 たばこ  9 件

3位 こんろ  6 件

平成30年
1位 放火・放火の疑い 7件

2位
たばこ

各5件
こんろ

※ 表1・表2とも速報値で、調査中の損害額などは含まれてい
ません。

平
成
30
年
市
内
火
災
発
生
状
況

【
出
火
件
数
】

総
出
火
件
数
は
、
62
件
と
前
年
よ
り
18
件

減
少
し
ま
し
た
。

火
災
種
別
で
見
る
と
、
建
物
火
災
・
車
両

火
災
・
そ
の
他
の
火
災
も
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し

ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
０
件
の
林
野
火
災
が

1
件
発
生
し
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

【
死
者
、
負
傷
者
数
】

　
火
災
に
よ
る
死
者
は
1
人
で
前
年
と
同
数

で
し
た
が
、
負
傷
者
は
7
人
で
前
年
よ
り
17

人
減
少
し
ま
し
た
。

【
出
火
原
因
】

　
出
火
原
因
の
第
１
位
は
「
放
火
・
放
火
の

疑
い
」
の
7
件
（
11
％
）
で
し
た
（
表
2
参

照
）。「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」
は
毎
年
上
位

に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
は
置
か
な
い
、
小
ま
め
に
片
づ
け

る
な
ど
し
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火災が発生しやすい時季になりました。家庭内での火の使用や
電化製品の取り扱いについて、いま一度、確認しましょう！

忘れてない？
サイフにスマホに　火の確認

3 月 1日（金）～ 7日（木）は春季火災予防運動

問い合わせ　消防本部予防課　☎55-2859　553-4633
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飲
食
店
を
営
業
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

春
季
火
災
予
防
運
動

期　
間
／
３
月
１
〜
７
日
の
１
週
間

実
施
内
容
／

・ 

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
家
庭

の
防
火
診
断

・ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、
取
り
か
え

や
適
切
な
維
持
管
理
の
呼
び
か
け

・ 

平
成
30
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
中
学
校
の
部

で
市
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
市
内
各
所

に
掲
示

火
災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
第
33
代
か
ぐ
や
姫
ク
イ
ー
ン
蛭ひ

る
川か

わ
芽め

生い

さ

ん
に
一
日
消
防
長
を
委
嘱
し
、
富
士
市
防
火

協
会
、
富
士
市
消
防
団
、
富
士
市
消
防
音
楽

隊
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
及
び
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
と
と
も
に
、
火
災
予
防
に
関
す
る
広
報
活

動
を
行
い
ま
す
。

と　
き
／
３
月
３
日（
日
）　
11
〜
13
時

と
こ
ろ
／
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
富
士
南

内　
容
／

・
一
日
消
防
長
委
嘱
状
交
付

・
消
防
音
楽
隊
（
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
）
演
奏

・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
富
士
保
育
園
）
演
技

・
火
災
予
防
啓
発
グ
ッ
ズ
配
布

・ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
及
び
維
持
管

理
の
P
R

平
成
30
年
度
防
火
書
道
表
彰
式

防火書道（小学校）
市長賞受賞作品
吉永第二小学校4年
行
ぎょう

德
とく

　璃子さん

防火書道（中学校）
市長賞受賞作品
富士南中学校3年
遠藤　萌

もえ

未
み

さん

写真コンテスト
市長賞受賞作品

「富士も見守る救助演技」
望月　喜

き

久
く

夫
お

さん

※ 

写
真
は
、
平
成
30
年
富
士
市
消
防
出
初
式
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
市
長
賞
受
賞
作
品
で
す
。
平
成

31
年
富
士
市
消
防
出
初
式
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

結
果
は
、
2
月
中
旬
に
決
定
し
ま
す
。

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

火
を
使
用
す
る
全
て
の
飲
食
店
で

10
月
か
ら
消
火
器
の
設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す

平
成
29
年
12
月
22
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
大
規
模
火
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
消
防
法
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
消
火
器
の
設
置
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
小
規

模
な
飲
食
店
も
、こ
と
し
の
10
月
1
日
か
ら
消
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

消
火
器
の
設
置
が
必
要
な
飲
食
店
と
は
？

　
お
店
の
広
さ
に
関
わ
ら
ず
、
調
理
を

目
的
と
し
て
火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た

は
器
具
を
設
け
て
い
る
全
て
の
飲
食
店

が
該
当
し
ま
す
。

　
「
火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
」

と
は
、
厨
房
設
備
（
固
体
燃
料
、
気
体

燃
料
、
液
体
燃
料
、
電
気
な
ど
を
熱
源

と
し
た
調
理
器
具
、
こ
ん
ろ
な
ど
）
を

指
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
厨
房
設
備
に
防
火
上
有
効

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
や
、

電
気
を
熱
源
と
す
る
Ｉ
Ｈ
調
理
器
、
電

子
レ
ン
ジ
な
ど
の
場
合
は
、
消
火
器
の

設
置
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

防
火
上
有
効
な
措
置
と
は
？

• 
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
…
鍋
な
ど
の

温
度
の
過
度
な
上
昇
を
感
知
し
て
、

自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
し
て

火
を
消
す
装
置

• 

自
動
消
火
装
置
…
火
災
を
自
動
的
に

感
知
し
、
消
火
薬
剤
を
放
出
し
て
火

を
消
す
装
置

• 

そ
の
他
…
危
険
な
状
態
の
発
生
防
止

及
び
発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減

す
る
安
全
機
能
を
有
す
る
装
置
（
過

熱
な
ど
に
よ
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
内

の
圧
力
上
昇
を
感
知
し
、
ガ
ス
供
給

を
停
止
さ
せ
て
火
を
消
す
圧
力
感
知

安
全
装
置
な
ど
）

消
防
用
設
備
な
ど
の
点
検
と
報
告

　
今
回
の
消
防
法
令
改
正
に
よ
り
新
た

に
設
置
し
た
消
火
器
は
、
消
防
法
令
に

基
づ
い
て
６
か
月
ご
と
に
点
検
し
、１

年
に
１
回
、
消
防
長
ま
た
は
消
防
署
長

へ
報
告
が
必
要
で
す
。

飲
食
店
を
営
業
し
て
い
る
人
や
こ
れ
か

ら
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
は
、
事

前
に
最
寄
り
の
消
防
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

平
成
31
年
富
士
市
消
防
出
初
式

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　
優
秀
賞
受
賞
者
に
対
す
る
表
彰
式
を
、
火

災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
で
行
い
ま
す
。
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養育里親
知っていますか？

を

な
ぜ
里
親
が
必
要
な
の
か

　
経
済
的
困
窮
や
虐
待
、
親
の
死
亡
や
行
方

不
明
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
実
の
親
と

一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
施

設
で
生
活
す
る
か
、
里
親
家
庭
で
暮
ら
し
ま

す
。

　
里
親
家
庭
で
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
受
け
て

育
ち
、
人
と
の
信
頼
関
係
を
再
び
築
け
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
、
つ
ら
い
思
い
を
し
た
子

ど
も
の
生
き
る
力
に
な
り
ま
す
。

養
育
里
親
と
は

　
自
分
の
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な

子
ど
も
を
、
そ
の
家
庭
に
戻
れ
る
ま
で
、
あ

る
い
は
自
立
が
で
き
る
ま
で
、
親
に
代
わ
っ

て
養
育
す
る
里
親
で
す
。

　
養
育
の
期
間
は
、
数
日
か
ら
数
週
間
と
短

期
間
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
高
校
卒
業
ま
で

（　
歳
を
迎
え
る
ま
で
）と
長
期
間
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
生
活
し
て

い
る
子
ど
も
を
、
週
末
や
年
末
年
始
な
ど
に

預
か
る
シ
ョ
ー
ト
・
ル
フ
ラ
ン
と
い
う
制
度

も
あ
り
ま
す
。

養
育
里
親
に
な
る
た
め
の
要
件

　
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次

の
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 • 

児
童
の
養
育
に
つ
い
て
の
理
解
と
熱
意
が

　
あ
る
人

 • 

児
童
に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
が
あ
る
人

 •

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
人

 • 

里
親
に
な
る
人
、
そ
の
同
居
人
が
欠※

1
格
事

　
由
に
該
当
し
な
い
こ
と

養
育
里
親
に
な
る
ま
で
の
流
れ

こ
ど
も
家
庭
課
で
面
接
・
申
請

富
士
児
童
相
談
所
と
児※

2
童
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
　
パ
ラ
ソ
ル
に
よ
る
家
庭
訪
問
・
聞
き

取
り
面
接

里
親
登
録
前
研
修
（
講
義
・
実
技
）

児
童
福
祉
審
議
会
で
の
審
議

県
知
事
に
よ
る
認
定
・
登
録

※
1　
欠
格
事
由

　
　
・
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人

　
　
・ 

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
り
、
ま
た
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

　
　
・ 

児
童
虐
待
ま
た
は
被
措
置
児
童
虐
待

な
ど
を
行
っ
た
者　

※
2　
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　パ
ラ
ソ
ル

　
　
　（
社
会
福
祉
法
人　
誠
信
会
）　

　

 　

 

富
士
・
富
士
宮
圏
域
の
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
が
い
る
家
庭
の
相
談
を
受
け
る
相

談
機
関
。
平
成
29
年
度
以
降
、
静
岡
県

か
ら
里
親
支
援
事
業
の
委
託
を
受
け
、

里
親
制
度
普
及
啓
発
、
里
親
家
庭
へ
の

訪
問
、
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
、
平
成
29
・
30
年
度
は
、
富
士
市

と
里
親
会
（
ふ
じ
虹
の
会
）
の
協
働
事

業
と
し
て
、
各
小
学
校
区
に
１
家
庭
の

里
親
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
主
旨
で
、
里

親
制
度
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
問
い
合
わ
せ

      　
☎（
32
）8
1
2
5　

      　
5（
32
）8
0
1
0

　
　
　

E�parasoru@
seishinkai.info

養育里親は、さまざまな事情により家庭での養育ができなくなった子どもたちを、自分の家庭に迎え入れ、
温かい愛情と正しい理解を持って養育しています。「養育里親」について理解を深めてみませんか？

里親家庭など
　　　　18.3％

施設
81.7％

▲親と一緒に暮らせない
　子どもたちの生活場所
   （平成29年３月現在
     厚生労働省調べ）

こども家庭課　☎55-2763　551-0247

20
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養
育
里
親
経
験
者
に
聞
き
ま
し
た
！

　
私
た
ち
は
、
子
ど
も
や
若
者
の
居
場
所

を
つ
く
る
た
め
に
N
P
O
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
活
動
の
中
で
、
親
元
で
の
生
活
が
難
し

い
子
ど
も
・
若
者
の
成
長
を
何
人
も
手
助
け

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
延
長
で
養
育
里
親
と

な
り
、
2
人
の
里
子
を
育
て
ま
し
た
。
助

け
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
い
れ
ば
見
て
見

ぬ
ふ
り
は
で
き
な
い
と
い
う
思
い
で
し
た
。

　
子
ど
も
が
い
る
と
家
の
中
に
自
然
と
会
話

が
生
ま
れ
ま
す
。N
P
O
活
動
に
合
わ
せ
て
、

里
子
と
観
光
プ
ラ
ン
を
考
え
た
り
、
誕
生
会

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
開
い
た
り
と
、
に

ぎ
や
か
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
進
学
・
就
職
な
ど
、

子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
を
見
守

り
、
一
緒
に
喜
び
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
成

長
し
た
子
ど
も
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
く
こ
れ

か
ら
の
未
来
へ
の
期
待
も
高
ま
り
ま
し
た
。

　
制
度
と
し
て
は
、

生
活
費
や
学
費
な

ど
の
補
助
や
、困
っ

た
と
き
に
市
や
児

童
相
談
所
な
ど
と

相
談
で
き
る
支
援

体
制
が
整
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
年
長
の
女
の
子
を
養
育
里
親
と
し

て
育
て
て
い
ま
す
。
里
親
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
13
年
間
子
ど
も
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が

な
か
な
か
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
ん
な
と

き
に
親
か
ら
里
親
制
度
を
勧
め
て
も
ら
い
登

録
し
ま
し
た
。
登
録
後
、
実
子
を
2
人
授
か

り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
里
子
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
が
、
縁
を
感
じ
て
会
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
最
初
は
人
見
知
り
が
激
し
く
、
会
話
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
施
設
に
1
年
間
通
い
、

自
宅
に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
3
年
た
っ
た
今

で
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
よ
く
し
ゃ
べ
る
ん

で
す
よ
。

　
兄
た
ち
に
は
、
娘
が
里
子
で
あ
る
こ
と
と

里
子
の
意
味
を
伝
え
て
あ
り
ま
す
。
兄
妹
げ

ん
か
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
兄
が
妹

の
面
倒
を
見
て
あ
げ
た
り
、
買
い
物
の
際
に

妹
の
分
の
お
菓
子
も
選
ん
で
あ
げ
た
り
と
、

ど
ん
ど
ん
兄
妹
ら
し
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に

感
じ
ら
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　
3
人
の
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
日
々
励

ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
里
親
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

　
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
施

設
で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
施
設
で
は
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た

職
員
が
愛
情
深
く
支
援
し
て
く
れ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
集
団
の
ル
ー
ル
や
社
会
性
な

ど
を
身
に
つ
け
な
が
ら
育
ち
ま
す
。

　
一
方
、
里
親
家
庭
で
は
、
施
設
に
比
べ
、

よ
り
家
庭
に
近
い
環
境
で
愛
着
関
係
を
築

き
、
地
域
と
深
く
か
か
わ
り
な
が
ら
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
現
在
、
里
親
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対

し
里
親
の
数
が
足
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
ど

も
が
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
上
で
里
親
と

の
相
性
は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
里
親
が

ふ
え
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
出
会
い
が
期
待

で
き
、
そ
れ
に
よ
り
子
ど
も
の
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
里
親
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
パ
ラ
ソ
ル
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
下
記
の
日
程
で

相
談
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と　き
各日とも10～15時 ところ

 3 月 6日（水） 　大淵まちづくりセンター第１研修室

 3 月 7日（木） 　吉永北まちづくりセンター第２研修室

　3月 11日（月） 　浮島まちづくりセンター第 1研修室

　3月 12日（火） 　富士見台まちづくりセンター小会議室

　3月 14日（木） 　天間まちづくりセンター小会議室

　3月 19日（火） 　須津まちづくりセンター第 1学習室

　3月 20日（水） 　岩松まちづくりセンター小会議室

　3月 26日（火） 　松野まちづくりセンターまちづくり室

家
族
の
絆き
ず
なが

深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

日
々
実
感
し
ま
す

子
ど
も
は
未
来
！

成
長
か
ら
希
望
を
も
ら
い
ま
し
た

児童家庭支援センター
パラソル　センター長 
石黒 彰

あき

子
こ

さん

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に

里
親
が
必
要
で
す

渡わ
た
部な

べ
　
達
也
さ
ん

　
　
　
美
樹
さ
ん（
国
久
保
）

鈴
木
　
智
哉
さ
ん

　
　
　
ア
パ
レ
シ
ダ
さ
ん（
市
内
）

養育里親相談会
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20
歳
に
な
っ
た
ら 

国
民
年
金
加
入
の
手
続
を 

　
国
民
年
金
は
20
歳
の
誕
生
日
の
前
日
に
加

入
し
ま
す
。
国
民
年
金
の
加
入
者
は
3
種
類

に
区
分
さ
れ
て
い
て
、
加
入
種
別
ご
と
に
手

続
先
が
異
な
り
ま
す
。

◆
自
営
業
者・学
生
等
（
第
1
号
被
保
険
者
）

　
20
歳
に
な
る
誕
生
月

の
前
月
ま
た
は
当
月
上

旬
に
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
国
民
年
金
被
保

険
者
関
係
届
書
」
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。
届
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
国
保
年
金
課
（
市
役

所
3
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
時

に
「
保
険
料
免
除・納
付
猶
予
制
度
」
や
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
の
申
請
（
7
ペ
ー
ジ
参

照
）
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
納
付
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
1
万
6
3
4
0
円
で
す
。

◆
会
社
員・公
務
員
等
（
第
2
号
被
保
険
者
） 

　
勤
務
先
で
厚
生
年
金 

加
入
の
手
続
を
し
ま
す
。 

20
歳
未
満
で
も
厚
生
年

金
の
制
度
が
あ
る
会
社

に
就
職
し
た
場
合
、
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆
厚
生
年
金
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
（
第
3
号
被
保
険
者
）

　
配
偶
者
の
勤
務
先
で
国
民
年
金
加
入
の
手

続
を
し
ま
す
。

国民年金は、日本国内に住む 20歳以上 60歳未満の全ての人に加入が義
務づけられていて、受給資格期間を満たす全ての人に、生涯にわたって基
礎年金が支給される制度です。自分がどの被保険者資格を持っていて、い
つ、どんな手続が必要なのか知っておくことが大切です。
今回は、生活環境の節目ごとに必要な国民年金制度の手続を紹介します。

必ず来る「老後」への 
備えはできていますか？

国民年金の
手続をしましょう！

生
活
環
境
が
変
わ
っ
た
ら 

届
け
出
が
必
要
で
す

【
就
職
し
た
と
き
】

　
厚
生
年
金
の
制
度
が
あ
る
会
社
な
ど
に
就

職
す
る
と
き
、
勤
務
先
で
加
入
の
手
続
を
し

ま
す
。

【
結
婚
し
た
と
き
】

　
結
婚
に
よ
り
配
偶
者
の
扶
養
に
入
る
と

き
、
配
偶
者
の
勤
務
先
で
加
入
の
手
続
を
し

ま
す
。
住
所
や
氏
名
を
変
更
す
る
場
合
、
配

偶
者
の
勤
務
先
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
退
職
し
た
と
き
】

　
次
の
就
職
先
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
第
1

号
被
保
険
者
資
格
取
得
の
手
続
が
必
要
で

す
。
退
職
し
た
職
場
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
脱

退
連
絡
票
」
と
年
金
手
帳
を
持
っ
て
、
国
保

年
金
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
】

　
離
婚
や
収
入
増
加
に
よ
り
配
偶
者
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
と
き
、
第
1
号
被
保
険
者
資
格

取
得
の
手
続
が
必
要
で
す
。
扶
養
者
の
職
場

か
ら
発
行
さ
れ
る
「
脱
退
連
絡
票
」
と
年
金

手
帳
を
持
っ
て
、
国
保
年
金
課
で
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
引
っ
越
し
た
と
き
】

　
第
１
号
被
保
険
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
、
原
則
届
出
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
海
外
に
転
出
す
る
と
き
は
、
第

1
号
被
保
険
者
の
資
格
喪
失
手
続
が
必
要
で

す
。国
保
年
金
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
海
外
在
住
で
日
本
に
住
所
が
な
い
期
間
は

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

　
歳
以
降
も
任
意
で 

国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

　
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

た
い
人
や
、
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い

る
人
は
、
60
歳
か
ら
任
意
で
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
民
年
金
保
険

料
は
、
第
1
号
被
保
険
者
と
同
じ
で
す
。

年
金
は
若
い
人
に
と
っ
て
も
大
切
で
す

【
老
齢
基
礎
年
金
】

　
受
給
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
人
に
65

歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

受
給
資
格
期
間
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
、
納
付

猶
予
期
間
、学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）

を
指
し
ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　
国
民
年
金
加
入
中
の
人
ま
た
は
保
険
料
納

付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算

し
た
期
間
が
25
年
以
上
あ
る
人
が
死
亡
し
た

と
き
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族（
子
の
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
）

に
、
子
が
18
歳
に
到
達
し
た
年
度
の
末
日
ま

で
の
間
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
、

「
死
亡
一
時
金
」
や
「
寡
婦
年
金
」
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

★ 

年
金
の
給
付
に
関
し
て
は
、
富
士
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ここから
スタート！

人生
いろいろ

満額
もらいたい

60
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保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
は

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
、
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
制
度（
学
生
の
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
）
の
申 

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

富
士
年
金
事
務
所
ま
た
は
国

保
年
金
課
で
手
続
を
し
、
日

本
年
金
機
構
で
審
査
を
行
い

承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま

た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
2
年
1
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

で
き
ま
す
。

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の
種
類

❶
保
険
料
免
除
制
度

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人
の
保
険
料
の

全
額
も
し
く
は
一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
一
部
免
除
の
場
合
、
当
該
期
間
の

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
未
納
期
間
と

な
り
ま
す
。

　
持
ち
物
／
年
金
手
帳
、
離
職
票
な
ど

❷
納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
人
で
、
所
得
が
一
定
基
準
以

下
の
人
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

持
ち
物
／
年
金
手
帳
、
離
職
票
な
ど

❸
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
で
、
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

持
ち
物
／
年
金
手
帳
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー　

（
両
面
）
な
ど

　
富
士
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
続
や
相
談
の
際
は
事
前
予
約
を
！

　

富
士
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
請
求
な
ど

の
手
続
や
年
金
相
談
を
予
約
制
で
行
っ
て
い

ま
す
。
予
約
を
す
る
と
、
窓
口
が
混
雑
し
て

い
る
と
き
で
も
優
先
的
に
ご
案
内
で
き
る
ほ

か
、
職
員
が
事
前
に
準

備
し
た
上
で
対
応
で
き

ま
す
の
で
、
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

ぜ
ひ
予
約
の
上
、
ご
来

所
く
だ
さ
い
。

予 

約
受
付
専
用
電
話
番
号
／ 

☎
0
5
7
0（
05
）4
8
9
0

※
受
付
時
間
は
、
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
、
年
末
年
始
は

除
く
）
で
す
。

※
予
約
の
際
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も

の
（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
）
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
1
か
月
前
か
ら
相
談
日
の
前
日
ま

で
可
能
で
す
。

　　　　問い合わせ
日本年金機構 富士年金事務所 
☎61-1900　564-5411
国保年金課国民年金担当　 
☎55-2755 　551-2521

❹
法
定
免
除
制
度

第
1
号
被
保
険
者
で
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
人
や
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
人
は
、
届
出
に
よ
り
保

険
料
の
全
額
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

持
ち
物
／
年
金
手
帳
な
ど

※ 

❶
〜
❸
は
原
則
、毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 

納
付
猶
予
期
間
及
び
学
生
納
付
特
例
期
間

は
、
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

　
未
支
給
の
年
金
が
請
求
者
に
支
払
わ
れ
ま

す
。
富
士
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「前納」すると保険料が割引に！
　国民年金の保険料は、6か月分、 
 1 年分、2年分を前もって納める
ことができます。前納期間が長い
ほど割引額が多くなります。また、
同じ期間でも口座振替による前納
が最も割引額が多くなります。
※口座振替やクレジットカードでの前
納は、毎年2月末までにお申込みく
ださい。

国民年金保険料は全額 
「社会保険料控除」の対象です
　日本年金機構は、毎年 11月上
旬に、年末調整や確定申告で国民
年金保険料を申告するための「社
会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」を送付しています。
　再発行が必要な場合、富士年金
事務所にお問い合わせください。

「追納」をおすすめします！
　過去 10年以内の保険料免除期
間・納付猶予期間・学生納付特例
期間に限り、古い国民年金保険料
から順に、または一括で納めるこ
と（追納）ができます。追納する
ことで将来受け取る年金額をふや
すことができます。富士年金事務
所で手続をしてください。

年金豆知識

年
金

日本年金機構ウェブサイト 
Bhttp://www.nenkin.go.jp

備えておけば 
安心ですね

日本年金機構 検 索
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彩り賞
佐藤 由

ゆ

奈
な

さん（富士南中学校３年）
【献立】
●ワサビいなりずし　●しらすと小松菜の煮浸し
●朝霧ヨーグル豚

と ん

のトウミョウ巻き　
●ニンジンたらこ和え　●ウインナーのはんぺん磯辺巻き
●桜エビの卵焼き　●焼きギンナン　●サツマイモの甘煮　
●イチジク
【アピールポイント】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
食材は全て静岡県産でそろえました。お弁当は、朝短い 
時間で簡単に調理できるよう工夫しました。色もバラン 
スよく盛りつけました。

バランスいいで賞
𠮷村 有

あ り と も

智さん（須津中学校２年）
地産地賞
岡田 絢

あ や

那
な

さん（吉原第三中学校１年）
アイデア賞
川口 陽

は る

生
き

さん（岳陽中学校２年）
野菜たっぷり賞
太田 圭

け い

三
ざ ぶ

郎
ろ う

さん（富士川第一中学校１年）
キャラ弁賞
山下 真

ま

宙
ひ ろ

さん（岳陽中学校３年）
学校賞（生徒数に対する応募者割合が最も高い中学校）
富士中学校（渡邊 達哉　校長）

問い合わせ
保健医療課 食育推進室

155-2884
553-5586

あしざわ　まさひと
■4コマ漫画作者紹介■
絵画造形教室アトリエパセリ（石
坂）代表。富士つけナポリタン公
式キャラクター「ナポリン」の生
みの親。

詳しくは、【市ウェブサイト】富士じかん→
育てる→食育→富士市の食育「ふじ食」プロ
ジェクトをごらんください。

第10回富士山おむすび計画

「食育弁当コンテスト」結果発表
富士市の食育

『ふじ食』プロジェクト
市は、中学生を対象に、お米を主食とし、栄養バランスや
地産地消に配慮した「食育弁当コンテスト」を行いました。
富士市食育推進事業実行委員会の選考や市民の投票によっ
て選ばれた作品を紹介します。

市と、富士つけナポリタン大志館が協働し、
楽しみながら“食”への理解を深めてもら
うことを目的としたプロジェクトです。
かわいいキャラクターが登場する４コマ漫
画や塗り絵などで食育を啓発しています。

総合
グランプリ

準
グランプリ

しょく じ
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まちかど　 ネットワークまちかど　 ネットワーク

野村 美
み

郷
さと

ちゃん（国久保２）
H30 . 6 . 1 生

　「いつも元気な笑顔を
　　ありがとう！」

森 葵
あお い

衣ちゃん（水戸島）
H30 . 6 . 20 生

「毎日パパとママを笑わせてく 
 れてありがとう！大好き♥」

★
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
大
募
集
!!

　
子
ど
も
の
写
真（
顔
全
体
が
写
っ
て

い
る
横
写
真
）
を
大
募
集
!!
詳
し
く

は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
ま
で
。

1（
55
）2
7
0
0

　

5（
51
）1
4
5
6

Eso-citypro@
div.city.fuji.shizuoka.jp

　
　
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
立

　
　
ち
上
げ
た
「
松
野
歴
史
か
る
た
作

成
委
員
会
」
は
、
平
成
26
年
に
、
地
域

活
性
化
と
文
化
継
承
を
図
る
た
め
「
松

野
歴
史
か
る
た
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
と
し
、
か
る
た
を
も
と
に
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
作
成
し
ま
し
た
。

　
松
野
歴
史
か
る
た
は
、
は
た
ご
池
や

川
カ
ン
ジ
ー
な
ど
松
野
地
区
の
史
跡
や

伝
統
が
題
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
委
員

の
皆
さ
ん
が
、
歴
史
の
資
料
を
読
ん
だ

り
、
地
区
の
高
齢
者
に
聞
き
取
り
調
査

を
し
た
り
し
て
事
実
関
係
を
調
べ
、
読

み
札
や
絵
札
、
絵
札
の
裏
面
の
解
説
文

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
松
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

の
西
森
共き
ょ
う

二じ

さ
ん
（
写
真
上
段
中
央
）

は
、
「
こ
の
か
る
た
は
、
既
に
富
士
川

第
二
小
学
校
の
地
域
学
習
の
ほ
か
、
高

齢
者
施
設
で
も
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
松

野
地
区
で
幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
、
か
る
た
を

手
に
史
跡
を
め
ぐ
る
人
が
ふ
え
て
き
た

松 地
域
の
文
化
継
承
の
た
め
に

熱
心
に
活
動
す
る

松
野
歴
史
か
る
た

作
成
委
員
会

三宅 澄
そ

空
ら

ちゃん［左］・ 
　　　風

か

澄
すみ

ちゃん （富士岡）
H29 . 10 . 12 生

  「二人仲よく元気に育ってね！」

HAPPY
PHOTO’S

我
が
家
の

　
ア
イ
ド
ル

小池 陽
はる

斗
と

ちゃん（伝法）
H29 . 8 . 13 生

「すくすくと元気いっ 
   ぱいに育ってね！」

吉尾 朔
さく

也
や

ちゃん（松岡）
H29 . 4 . 20 生

　「とびっきりの笑顔で 
　　ポーズ★」

塚田 茉
まの あ

空ちゃん［左］・ 
       果

か の あ

空ちゃん （一色）
H29 . 8 . 31 生

  「すくすくと育ってね♥」

こ
と
か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
ち
運
び

し
や
す
く
、
か
る
た
で
取
り
上
げ
て
い

な
い
ほ
か
の
史
跡
を
掲
載
し
た
解
説
書

を
希
望
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
作

成
す
る
中
で
、
松
野
は
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
場
所
だ
と
改
め

て
認
識
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
こ

の
地
区
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
松
野
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー
　
　
　
　
　
1（
56
）1
0
5
5

▲週に１度会合を開き、ガイドブック
を作成してきた委員の皆さん
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イ
ク
を
人
に
譲
っ
た
場
合
や
盗
難
に
遭
っ
た

場
合
で
も
、
所
定
の
手
続
を
し
な
い
と
い
つ

ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

・
車
種
に
よ
っ
て
申
請
手
続
場
所
が
異
な
り
ま

す
。
必
要
書
類
な
ど
も
異
な
る
た
め
、
手
続

の
際
に
は
事
前
に
各
申
請
手
続
場
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
人
か
ら
譲
っ
て
も
ら
う
・
人
へ
譲
る

各
申
請
手
続
場
所
で
名
義
変
更
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
所
有
者
が
引
っ
越
す

各
申
請
手
続
場
所
で
車
検
証
に
記
載
の
住
所

な
ど
の
変
更
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

各
申
請
手
続
場
所
で
廃
車
・
名
義
変
更
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い（
手
続
を
し
な
い
と
、指
定

さ
れ
た
相
続
人
に
納
税
義
務
が
生
じ
ま
す
）。

▽
盗
難
に
遭
っ
た

警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
、
各
申
請
手
続
場

所
で
廃
車
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
解
体
処
理
業
者
な
ど
に
解
体
を
依
頼
す
る

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
車
検
証
な
ど
を
回
収

し
、
各
申
請
手
続
場
所
で
廃
車
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
廃
車
等
の
手
続
を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も

課
税
さ
れ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
場
所

は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
こ
と
し
の
申

請
期
限
は
5
月
31
日（
金
）で
す
。

▽
自
賠
責
保
険
・
共
済

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
は
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
へ
の
加

入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小
型
特
殊
自

動
車
（
農
耕
作
業
用
を
除
く
）
も
、
道
路
を

走
行
す
る
場
合
は
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
所
有
者
の
皆
さ
ん

道
路
を
走
行
し
な
い
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
農

耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
も
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
取
り
つ
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ

取
得
し
て
い
な
い
人
は
、
市
民
税
課
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
民
税
課
で
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
発
行
は
、
道
路
を
走

行
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

軽
四
輪
自
動
車
等
の
重
課
税
率

環
境
に
優
し
い
軽
自
動
車
を
普
及
さ
せ
る
た

め
、
排
出
ガ
ス
や
燃
費
に
よ
る
環
境
へ
の
負
担

の
程
度
に
応
じ
て
軽
自
動
車
税
を
重
く
ま
た
は

軽
く
す
る「
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
」を
、

法
律
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
年
月

（
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
初
度

検
査
年
月
」）か
ら
13
年
を
経
過
し
た
車
両（
電

気
軽
自
動
車
な
ど
は
除
く
）は
、

重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
と
し
は
初
度
検
査
年
月
が

平
成
18
年
3
月
以
前
の
車
両
が

重
課
税
率
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問い合わせ　
軽自動車税（市税）について
市民税課
155-2735　553-0974
自動車税（県税）について
富士財務事務所　
165-2118　565-2289

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
税
金
は
、
４
月
１
日
に

所
有
し
て
い
る
人
に
課
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と
手
続
し
て
い
ま
す
か
？

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
所
有
す
る
皆
さ
ん
！
　

課
税
は
4
月
1
日
が

基
準
日
で
す

車種区分 申請手続場所
原動機付自転車
（125cc以下）、小型特
殊自動車、ミニカー

市民税課（市役所３階南側）
155-2735
※他市町村のナンバーの変更・廃車は手続
できません。

軽二輪
（125cc超～250cc以下）

（一社）全国軽自動車協会連合会
静岡事務所沼津支所（沼津市大塚）
1055-939-5301

小型二輪
（250cc超）

静岡運輸支局
沼津自動車検査登録事務所（沼津市原）
1050-5540-2051

軽自動車
（軽三輪、軽四輪）

軽自動車検査協会
静岡事務所沼津支所（沼津市大塚）
1050-3816-1778

普通自動車、
大型特殊自動車

静岡運輸支局
沼津自動車検査登録事務所（沼津市原）
1050-5540-2051

手
続
は
3
月
末
ま
で
に

・
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
軽
四
輪

（
軽
三
輪
）
や
二
輪
、
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人

に
課
さ
れ
ま
す
。
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続

が
4
月
1
日
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
1
年
間

分
の
税
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
3
月
末
ま
で
に

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
納
税
通
知
書
は
5
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

こ
と
し
の
納
期
限
は
5
月
31
日（
金
）で
す
。

・
軽
自
動
車
税
は
、
県
税
で
あ
る
自
動
車
税
と

異
な
り
、
月
割
課
税
、
月
割
還
付
の
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
軽
自
動
車
税
と
自
動
車
税
の
違
い
】

年
度
途
中
で
取
得
年
度
途
中
で
廃
車

軽
自
動
車
税

（
市
税
）

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
１
年
間
分
の
課
税

（
還
付
な
し
）

自
動
車
税

（
県
税
）

月
割
で
課
税

月
割
の
還
付
あ
り

こ
ん
な
と
き
は
手
続
を
！

・
名
義
変
更
な
ど
を
し
た
と
き
の
申
告
は
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
や
バ

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▽
原
動
機
付
自
転
車
の
改
造

改
造
に
よ
り
原
動
機
付
自
転
車
の
排
気
量
な

ど
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
通
常
の
ナ
ン
バ

ー
取
得
の
手
続
に
加
え
て
改
造
内
容
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
事
前
に
市
民
税
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
を
使
用
し
て
い
る
事
業

所
の
皆
さ
ん

市
内
の
事
業
所
で
使
用
す
る
軽
自
動
車
や
バ

イ
ク
は
、
車
検
証
な
ど
の
定
置
場
を
市
内
に

変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
動

機
付
自
転
車
な
ど
は
富
士
市
の
ナ
ン
バ
ー
を

取
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
減
免
申
請

身
体
障
害
者
な
ど
の
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
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勤
務
場
所
／
市
役
所
内
土
木
関
連
部
署

仕
事
内
容
／
工
事
の
設
計
、
積
算
、
現
場
管
理

勤
務
時
間
／
8
時
30
分
〜
17
時

賃
　
金
／
月
額
16
万
2
9
0
0
円

※
期
末
・
通
勤
手
当
支
給
。

資 

　
格
／
土
木
指
定
学
科
卒
業
者
ま
た
は
業
務

経
験
者

担
　
当
／
人
事
課
　
☎（
55
）2
7
1
1

臨
時
職
員
の
登
録
者
を

随
時
募
集
中
！

職
員
の
退
職
・
出
産
な
ど
に
よ
る
欠
員
補

充
や
業
務
繁
忙
期
な
ど
の
た
め
臨
時
職
員

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
対
応
で
き
る

人
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

登 

録
受
付
職
種
／
事
務
補
助
、
調
理
員
、
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
（
要
資
格
）、
小
・

中
学
校
サ
ポ
ー
ト
員
な
ど

※ 

事
前
登
録
者
の
中
か
ら
書
類
・
面
接
選
考

に
よ
り
採
用
し
ま
す
。

担
　
当
／
人
事
課
　
☎（
55
）2
7
1
1

5（
53
）6
6
6
9

ス
ポ
ー
ツ
振
興
指
導
員
（
1
人
）

勤
務
場
所
／
市
役
所
8
階
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

仕 

事
内
容
／
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
お
け
る
指

導
員
業
務

勤
務
時
間
／
8
時
30
分
〜
17
時

賃
　
金
／
月
額
16
万
8
7
0
0
円

※
期
末
・
通
勤
手
当
支
給
。

担
　
当
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
55
）2
8
7
6

仕
事
内
容
／
障
害
児
生
活
支
援
業
務

勤 

務
時
間
／
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
表
に
よ
る
（
宿

直
業
務
あ
り
）

賃
　
金
／
日
額
7
6
7
0
円

※
期
末
・
通
勤
手
当
支
給
。

担
　
当
／
〒
4
1
7-

0
8
0
1

　
大
淵
2
1
0
6-

3

　
ふ
じ
や
ま
学
園
　
☎（
35
）0
3
1
3

土
木
技
術
嘱
託
員
（
若
干
人
）

こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
保
育
士
（
1
人
）

週
5
日
　
7
・
5
時
間
勤
務

仕
事
内
容
／
障
害
児
の
保
育
業
務

勤
務
時
間
／
8
時
30
分
〜
17
時

賃
　
金
／
日
額
7
5
4
0
円

※
期
末
・
通
勤
手
当
支
給
。

資 

　
格
／
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
社
会
福
祉

士
・
精
神
保
健
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
な
ど

の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
、
福
祉
施
設
で

の
勤
務
経
験
が
あ
る
人

担
　
当
／
〒
4
1
7-

0
0
6
1
　
伝
法
85

　
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
　
☎（
21
）9
4
8
0

小
・
中
学
校
パ
ー
ト
調
理
員 （
若
干
人
）

学
校
司
書
（
若
干
人
）

仕 

事
内
容
／
小
・
中
学
校
図
書
室
で
の
蔵
書
管

理
・
図
書
学
習
支
援
な
ど

勤
務
時
間
／
9
時
30
分
〜
15
時
15
分

賃
　
金
／
時
給
1
0
8
5
円

※
通
勤
手
当
支
給
。

資 

　
格
／
司
書
教
諭
ま
た
は
図
書
館
司
書
資
格

を
有
す
る
人

担
　
当
／
教
育
総
務
課
　
☎（
55
）2
9
7
3

学
校
事
務
職
員
（
若
干
人
）

週
5
日
　
7
・
5
時
間
勤
務

富士市臨時職員を
募集します

2019年4月1日～2020年3月31日
（勤務日数は職種によって異なります）

2月20日（水）までに、登録票（人事課または教育総務課で配
布）または市販の履歴書に希望の職種名、必要事項を記入し、
写真を貼って、直接または郵送で、各担当課へ
（市役所の所在地は、〒417- 8601 永田町1-100）
※後日面接を実施します。

雇用期間

申込方法

仕 

事
内
容
／
小
・
中
学
校
で
の
学
校
給
食
調
理

業
務

勤
務
時
間
／
9
時
〜
14
時
15
分

賃
　
金
／
時
給
9
2
5
円

※
期
末
・
通
勤
手
当
支
給
。

担
　
当
／
教
育
総
務
課
　
☎（
55
）2
9
7
3

仕 

事
内
容
／
小
・
中
学
校
で
の
事
務
補
助
業
務

（
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
処
理
あ
り
）

勤
務
時
間
／
8
時
〜
16
時
15
分

賃
　
金
／
日
額
6
5
9
0
円

※
期
末
・
通
勤
手
当
支
給
。

担
　
当
／
教
育
総
務
課
　
☎（
55
）2
9
7
3

週
5
日
　
7
･
5
時
間
勤
務

週
5
日
　
7
・
5
時
間
勤
務

年
2
0
2
日
　
4
・
5
時
間
勤
務

年
1
5
0
日
　
5
時
間
勤
務

サ
ポ
ー
ト
員
（
❶
特
別
支
援
教
育
❷
特

別
支
援
学
級
）（
各
若
干
人
）

❶
年
1
5
0
日
❷
年
2
0
1
日
　
各
5
時
間
勤
務

仕 

事
内
容
／
小
・
中
学
校
で
の
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

勤
務
時
間
／
8
時
30
分
〜
14
時
15
分

賃
　
金
／
日
額
5
3
8
0
円

※
通
勤
手
当
支
給
。

担
　
当
／
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室

　
☎（
55
）2
8
6
9

富
士
市
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
事
務
補
助（
1
人
）

週
5
日
　
7
・
5
時
間
勤
務

勤 
務
場
所
／
富
士
市
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
Fフ
ィ

ス

I
L
S

（
富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

仕 

事
内
容
／
相
談
対
応
、
各
種
団
体
と
の
連
絡

調
整
、
事
業
の
運
営
補
助
な
ど

勤 

務
時
間
／
火
〜
金
曜
日
の
12
時
45
分
〜
21
時

15
分
、
土
・
日
曜
日
の
9
時
45
分
〜
18
時
15

分
（
祝
休
日
は
除
く
）

賃
　
金
／
日
額
7
0
1
0
円

※
期
末
・
通
勤
手
当
支
給
。

担 

　
当
／
多
文
化
・
男
女
共
同
参
画
課
国
際
交

流
室
　
☎（
55
）2
7
0
4

ふ
じ
や
ま
学
園
指
導
員
（
若
干
人
）
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拡幅前

市
長
へ
の
手
紙 

　
　 
（
私
の
提
言
）

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
日
ご
ろ
市
民
の

皆
さ
ん
が
市
政
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ

と
、
気
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
い
つ
で
も
市
政
に
参
加
し
て
い

た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ご
意
見
・

ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
専
用
は
が
き
（
送
料
無
料
）

市
役
所
、
各
地
区

ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
や
図
書
館
な

ど
に
あ
り
ま
す
。

■
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
く
ら
し
と
市
政
」
ペ
ー
ジ
内
の
「
お
役

立
ち
情
報
」
に
あ
る
「
市
長
へ
の
手
紙
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
送
信
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他 

E
メ
ー
ル
、
F
A
X
、
通
常
の
は
が
き
・

封
書
で
の
郵
送
（
〒
4
1
7-

8
6
0
1

富
士
市
役
所
　「
市
長
へ
の
手
紙
」
宛
て
）

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
簡
単
な
疑
問
や
質
問
は
、お
し
え
て
コ 

ー
ル
ふ
じ
﹇
1（
53
）1
1
1
1
﹈
や
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
フ 

ォ
ー
ム
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
担

当
の
課
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

狭
い
道
路
は
救
急
車
や
消
防
車
が
入
り
に

く
く
、
住
環
境
や
防
災
上
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
市
内
に
は
、
狭
い
道
路
が
ま
だ
多

く
あ
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
狭

あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
と
は

　

狭
あ
い
道
路
と
は
、
一
般
の
通
行
に
使

用
さ
れ
て
い
て
建
物
が
建
ち
並
ん
で
い
る

幅
1

・

8
メ
ー
ト
ル
以
上
4
メ
ー
ト
ル
未

満
の
道
路
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
道
路
の
幅
を
4
メ
ー
ト

ル
以
上
確
保
で
き
る
よ
う
、
狭
い
道
路
に

面
し
た
敷
地
を
持
っ
て
い
る
人
に
、
門
や

塀
な
ど
を
移
設
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
土
地
（
後
退
用
地
）
を
市

が
整
備
し
、
道
路
の
幅
を
広
げ
て
い
く
も

の
で
す
。

　

        

事
前
協
議
件
数
／
2
4
1
8
件

拡
幅
整
備
し
た
道
路
／
約
35
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

こ
ん
な
と
き
は
事
業
を
行
い
ま
す

 【
狭
あ
い
道
路
に
接
す
る
敷
地
で
、
建
物

 

の
新
築
や
増
改
築
を
す
る
場
合
】

建
築
確
認
申
請
を
提
出
す
る
前
に
、
建

築
主
と
市
が
、
拡
幅
整
備
の
方
法
や
用

地
の
管
理
方
法
・
助
成
内
容
に
つ
い
て

事
前
協
議
を
行
い
ま
す
。

 【
狭
あ
い
道
路
に
接
す
る
敷
地
の
地
権
者

 

が
、
新
築
や
増
改
築
を
せ
ず
に
、
道
路

 

拡
幅
を
希
望
す
る
場
合
】

道
路
を
拡
幅
す
る
前
ま
で
に
、
地
権
者

と
市
が
事
前
協
議
を
行
い
ま
す
。

 【
狭
あ
い
道
路
の
連
続
し
た
区
間
（
交
差

 

点
か
ら
交
差
点
ま
で
）
を
一
体
的
に
拡

 

幅
整
備
す
る
こ
と
に
地
域
の
皆
さ
ん
の

 

協
力
が
得
ら
れ
た
場
合
】

地
権
者
代
表
と
市
が
事
前
協
議
を
行
い

ま
す
。

■
拡
幅
整
備
へ
の
助
成
を
し
ま
す

　
後
退
用
地
を
市
に
寄
附
し
て
い
た
だ
け

る
場
合
に
は
、
後
退
用
地
内
に
あ
る
門
や

塀
な
ど
を
取
り
除
く
費
用
や
、
新
設
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

狭き
ょ
う

あ
い
道
路 

拡
幅
整
備
事
業

事
業
の
実
績（
平
成
16
年
10
月
1
日 

　
　
　
　
　
　 

〜
平
成
30
年
12
月
末
現
在
）

提
出
と
回
答
の
流
れ

❶市長への手
紙を提出

※専用はがき、市ウェブ
サイト以外で提出する
場合は、必ず「市長へ
の手紙」と明記。

❷全て市長が
目を通す

❸担当の課が
回答を作成

❹市長が確認
し、回答

問い合わせ／建築指導課　 155-2903  　553-2773　Ekentiku@div.city.fuji.shizuoka.jp

問い合わせ／シティプロモーション課   155-2736 　551-1456　Ekouhou@div.city.fuji.shizuoka.jp

専用はがき

FAX

専用フォー
ム

拡幅後
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お 知 ら せ

募 集

産休・育休明けによる児童の 
保育園等入園事前申し込み

保育幼稚園課　155-2762
受付期間／３月１～11日（土・日曜
日は除く）　8:30～17:15
受付場所／保育幼稚園課（市役所４
階南側）
対　象／産後休暇・育児休暇を取得
した人で、５月１日～2020年４月
15日に職場復帰（自宅外で月16日
間、１日４時間以上勤務）が決定
し、2020年３月までに入園を希望
する人
※提出書類など詳しくは、入園案内
（保育幼稚園課・各園で配布）を
ごらんください。
※2020年４月からの入園を希望する
人は、10月ごろから受け付けます。

セカンドライフ見本市 
＆出張相談会（無料）

市民協働課　155-2701
中高年世代の皆さんに、充実した

セカンドライフを送っていただくた
めのお役立ち情報をお届けします。
と　き／２月20～24日　9:30～16:00
（最終日のみ15:00まで）

ところ／中央図書館分館市民ギャラ
リー

内　容／セカンドライフ相談室出張
相談、セカンドライフに関する情
報パネルの展示、日がわり特設コ
ーナーでの体験（22日㈮を除く各
10:00～12:00）など

問い合わせ／（一社）まちの遊民社 
 188-9036

高齢者地域支援窓口

高齢者支援課　155-2916
高齢者に関する身近な相談窓口を、 
２月から新たに２か所設置しました。 
気軽にご利用ください。
★新たに設置した窓口

名　称 ところ 電話番号
特別養護老人ホーム
ヴィラージュ富士

厚原
359-8 173-1188

デイサービスセンター
アルクそてつ

鮫島
348-4 166-1153

★既存の窓口
名　称 ところ 電話番号

在宅介護支援センター
岩本園

岩本
133-1 161-2211

在宅介護支援センター
かじま

水戸島本町
7-8 165-1165

在宅介護支援センター
ききょう

五貫島
175 165-2000

ヒューマンライフ富士
在宅介護支援センター

大淵
3901-1 136-2666

鑑石園在宅介護支援
センター

原田
1350-16 152-0085

年金セミナー（無料）
と　き／３月17日㈰　10:00～12:00
ところ／ロゼシアター第１会議室
内　容／60歳以降の生活設計に役
立つ、年金・健康保険・失業保
険についての話
定　員／40人（先着順）
申し込み・問い合わせ／２月18日
～３月11日に、電話で（一財）
静岡県年金福祉協会へ 
 1054-251-2767

野菜や花などを栽培するための
ファミリー農園を貸し出します

農政課　155-2781
期　間／４月１日～2020年３月31日
対　象／市内在住・在勤の人
貸出区画数／ 
富 士 岡３区画　比 奈１区画 
伝 法１区画　富士岡南２区画 
大 淵１区画　木 島５区画 
南 松 野２区画　北 松 野５区画 
（各応募者多数の場合抽せん）

使用料／年間2,000円～6,800円
面　積／１区画20～52平方メートル
申し込み／２月28日㈭までに、電話
で農政課へ（１世帯１区画）

マンホール＆史跡探訪 
ウォーキング参加者（無料）

上下水道営業課　167-2829
富士市ご当地マンホールをはじめ
としたさまざまなデザインのマンホ
ールがあなたをお待ちしています。
道沿いの史跡もあわせて見学します。
と　き／３月３日㈰　10:00～15:30
※雨天中止。
ところ／吉原商店街周辺（県富士総
合庁舎集合）
対　象／市内在住・在学・在勤の人
（小学生以下は保護者同伴）
定　員／20人（応募者多数の場合抽
せん）
申し込み／２月20日㈬までに、直接
または電話で上下水道営業課（県
富士総合庁舎６階）へ

市政モニター

シティプロモーション課　155-2736
任　期／４月１日～2021年３月31日
内　容／在宅での市政アンケート
（年２回）の回答など
対　象／満18歳以上（平成31年４月
１日時点）で、平成31年１月１日
以前から市内在住の人（公務員・
市の行政委員などは除く）
募集人員／100人（応募者多数の場合、 
地域や年齢などを考慮し選考）
謝　礼／アンケート回答１回につき
図書カード500円分
通信手段／郵送またはEメール
申し込み／２月28日㈭（必着）まで
に、市ウェブサイトの応募フォー
ムで申し込むか、郵送またはFAX
・Eメールに住所、氏

ふり

名
が な

、生年月
日、性別、職業、電話番号、希望
通信手段（Ｅメールの場合はＥメ
ールアドレスも記入）、「市政モニ
ター希望」を記入し、〒417-8601　
富士市役所シティプロモーション
課へ 551-1456 
 Ekouhou@div.city.fuji.shizuoka.jp

富士圏域トップセミナー 
「これからの社会に必要と 
される会社とは？」（無料）
と　き／２月20日㈬　 
講演　13:00～14:30　 
シンポジウム　14:45～16:00
ところ／ふじさんめっせ会議室１・
２・３
講　演／新井和宏さん（㈱e

ユ ー モ

umo代
表取締役）による講演「ハンデ
ィを持った方の雇用～明るい未
来を創ろう～2018」
対　象／企業の採用担当者、福祉
関係者など
申し込み・問い合わせ／富士障害
者就業・生活支援センターチャ
レンジ 139-2702　539-2701

３月の市役所休日開庁日
開庁日／３月３日㈰　9:00～16:00
開庁窓口／★市民課（155-2747）
★収納課（155-2730）
★国保年金課（155-2751）
★こども家庭課（155-2738）
★こども未来課（155-2731）



らしのたより暮

広報ふじ 2019年２月５日号 14

講座・教室

募 集わらべうたを楽しもう！（無料）

中央図書館　151-4946
富士文庫　172-1612
西図書館　164-2110

とき・ところ／①３月１日㈮（中央図
書館視聴覚室）②３月７日㈭（鷹岡市
民プラザ１階和室）③３月13日㈬（西
図書館多目的室）　各10:30～11:30
対　象／おおむね３歳までの子ども
とその保護者
定　員／各20組（先着順）
申し込み／２月19日㈫の9:00から受
け付けます。直接または電話で①
は中央図書館、②は富士文庫、③
は西図書館へ

伝法まちづくりセンター講座 
「今こそ終活！～自分のために・大切な人のために～」
伝法まちづくりセンター　151-4091
と　き／３月７日㈭・14日㈭・19日
㈫　9:30～11:30　計３回
ところ／伝法まちづくりセンター２
階多目的室
内　容／自分や大切な人を想

おも

う気持
ちを大事にした「終活」に関連す
る制度や手続、相続対策について、
各専門分野の講師から学ぶ
講　師／岩山直樹さん（税理士・行
政書士）ほか
対　象／市内在住・在学・在勤の成
人
定　員／30人（応募者多数の場合抽
せん）
受講料／300円
申し込み／２月20日㈬までに、市ウ
ェブサイトで電子申請するか、は
がきを持参または往復はがきの往
信裏面に、講座名、住所、氏

ふり

名
が な

、
年齢、性別、電話番号、地区名、市
外在住の人は学校名または勤務先
を記入し、〒417-0061　伝法2743-
2　伝法まちづくりセンターへ

○納入 期 限　２月28日㈭ 
（納入通知書は、２月中旬に郵送します）
○口座振替日　２月28日㈭

２月の水道料金・下水道使用料　上下水道お客様センター　167-2873

申し込み／直接、市指定金融機関の窓口へ
持 ち 物／通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各
世帯配付の「使用水量等のお知らせ」に記載）

～納入は便利で確実な口座振替で～

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）。

日曜・夜間納税相談
２月25日㈪ 17:15～19:00
３月３日㈰ 9:00～16:00

収納課　155-2730

セカンドライフ相談室 
運営事業受託者
市民協働課　155-2701

事業の概要／①セカンドライフ相談
室の開設・運営②生きがいあるセ
カンドライフの啓発事業③事業の
報告及び提案
事業期間／４月１日～2020年３月31日
応募資格／市内に主たる事務所があ
り、本事業の実施が定款上可能で
ある法人格を有する非営利団体
募集期間／２月26日㈫まで
※事業の詳細及び応募方法は、仕様
書（市民協働課で配布、市ウェブ
サイトでダウンロード可）をごら
んください。

市営住宅（高齢者等対応住宅・
シルバーハウジング）入居者

住宅政策課　155-2817
①高齢者等対応住宅
募集団地／富士見台団地６棟101号
室（富士見台2-7）
間取り／３K（６畳・６畳・4.5畳・K）
家　賃／１万6,400円～３万2,200円
資　格／単身または親族２人以上で
入居し、満60歳以上の高齢者、ま
たは身体障害者手帳（１～４級）
の所持者がいる世帯など
②シルバーハウジング
募集団地／上堀団地A棟203号室（松
岡2400-11）
間取り／２DK（６畳・６畳・DK）
家　賃／１万8,400円～３万6,100円
資　格／満60歳以上の単身世帯、夫
婦双方またはいずれかが60歳以上
の世帯など

‥‥①②とも‥‥
申し込み／申込用紙（住宅政策課で
配布）に必要事項を記入し、必要
書類を添えて、２月20～28日（土
・日曜日は除く）の8:30～17:15に、 
直接住宅政策課へ

公用封筒に広告を 
掲載してみませんか

会計室　155-2842
封筒規格／①角形２号　②長形３号
作成枚数／①３枠広告入りを２種類　
各５万枚②３枠広告入りを２種類　
各10万枚

掲載料／１枠につき①３万円②４万円
募集枠数／①②各６枠（応募者多数
の場合抽せん）

使用期間／８月ごろから、印刷した
封筒が終了するまでの１年間程度

申し込み／３月１日㈮の17:00（必着） 
までに、申込書（会計室で配布、
市ウェブサイトでダウンロード可） 
と原稿案を、直接または郵送で、
〒417-8601　富士市役所会計室へ

※市外の事業所は、事業所の所在す
る市区町村が発行する納税証明
（発行日から３か月以内のもの）
を添付してください。

２月の教育委員会会議
２月定例会を開催します 
（どなたでも傍聴できます）

と　き／２月20日㈬　13:30～
ところ／市役所８階政策会議室

教育総務課　155-2865

半日で学べる糖尿病予防講座

健康政策課　164-8992
と　き／３月11日㈪　9:30～13:00　
受付9:00～

ところ／フィランセ西館４階大ホール
内　容／糖尿病について、予防のた
めの食事・運動のポイント、バラ
ンスランチの試食、個別相談など

対　象／血糖値の改善が必要な人や
その家族など（糖尿病治療中の人
は、申し込みの際にご相談ください）
定　員／20人（応募者多数の場合抽
せん）

受講料／500円（資料代など）
持ち物／検査結果、筆記用具、運動
靴、飲み物、情報提供書（必要な
人のみ）

申し込み／３月４日㈪まで（土・日
曜日、祝休日は除く）に、電話で
健康政策課へ
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と
　
き

２月の接骨師会 
休日当番

眼
が ん

科
か Ophthalmology
Oftalmolagia

9:00～17:00
耳
じ

 鼻
び

 科
か Otorhinolaryngology
Otorrinolaringologia

8:00～17:00
産
さ ん

婦
ふ

人
じ ん

科
か Gynecology＆Obstetrics
Gineco-Obstetrica

8:00～18:00
柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く Bonesetter

Clinica de osteopatia
9:00～17:00

Emergency Hospitals Available on Holidays
Pronto Socorro em  atendimento fim de semana e feriados２月の救急当番医 救急当番医案内

151-9999

歯科医師会館　153-5555
　　　　　　　伝法2850-3
日曜日・祝休日 9:00～12:00
　　　　　　  13:00～16:00

歯
し

　科
か Dentistry
Dentistas内

な い

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か Internal Medicine/Pediatrics/Surgery

Clinica Geral/Pediatria/Cirurgias
救急医療センター　151-0099　津田217-2
平日19:00～翌8:00　土曜日14:00～翌8:00　日曜日・祝休日 9:00～翌8:00
〈診療上の注意〉必ず保険証とお薬手帳（ある場合）を持参してください。緊急性により診察順が変わります。
投薬は１日分です。子どもが受診する場合は、早目の時間帯にお越しください。
共立蒲原総合病院（主に内科）　181-2211　中之郷 2500-1
診療可能な科目や時間帯は日によって異なります。受診の際は、必ず病院へ電話でお問い合わせください。
※３月３日㈰の救急当番医・接骨師会休日当番は、２月下旬に市ウェブサイトに掲載します。

10日㈰ 宮﨑クリニック 66-3731 松 岡 戸田眼科医院 2（0544）1-9666 富士宮市 三島中央病院 9
（055）
71-4133 三島市 二 宮 整 骨 院 53-8833 伝 法

11日㈪ 池田産婦人科医院 21-2228 石 坂 渡辺クリニック 22-1500 富士見台 ながいずみ島田耳鼻咽喉科医院 9（055）39-8833 長泉町 藤 原 接 骨 院 21-3309 神 戸
17日㈰ ロゼレディースクリニック 60-5747 蓼原町 芦川病院（眼科）52-2480 中央町2 わたなべ耳鼻咽喉科医院 65-6787 松 岡 望 月 整 骨 院 61-3946 十兵衛
24日㈰ 望月産婦人科医院 34-0445 比 奈 中西眼科クリニック 36-1800 中 野 耳鼻咽喉科崎川医院 9（055）75-9131 清水町 渡 辺 接 骨 院 61-0548 富士町

富士警察署管内事件・交通事故
「訴訟最終告知」などの表題で、
メールやはがきによる架空請求詐
欺が多発しています。このような
場合、警察や市にご相談を。
事件情報 〈平成30年11月末現在〉

年間累計 昨年比
全刑法犯罪 1,363件 - 107件
忍び込み 32件 + 14件
空 き 巣 33件 + 9件
車上ねらい 106件 - 71件
自転車盗 147件 - 81件
振り込め詐欺 18件 - 4件
サギ電話 271件 - 10件
交通事故情報 〈平成30年12月末現在〉

年間累計 昨年比
件　数 2,000件 - 34件
死　者 7人 + 1件
負傷者 2,532人 - 117件
安全を つなげて広げて 事故ゼロへ

※広報ふじ２月５日号に掲載した平成31年度に実施予定の事業は、平成31年度予算の成立を前提としています。

ぜん息・COPD（慢性閉塞性 
肺疾患）講演会（無料）

保健医療課　155-2739
と　き／３月16日㈯　13:30～15:00
（受付13:00～）
ところ／フィランセ西館４階大ホール
テーマ／「ぜん息・COPDの予防管
理とリハビリテーション～ラッタ
ッタ呼吸体操とノルディックウォ
ーキングのすすめ～」
※肺年齢が測定できます。
講　師／遠藤繁さん（遠藤内科医院
院長）
定　員／100人（応募者多数の場合抽
せん）
申し込み／３月８日㈮までに、電話
または、はがき・FAX・Eメール
に住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、電話番号を
記入し、〒417-8601　富士市役所
保健医療課へ 553-5586 
 Eho-iryou@div.city.fuji.shizuoka.jp

家具固定ボランティア講座（無料）

ボランティアセンター　164-7100
災害時に自分の身を守るために、

必要な家具固定の方法やその技術を
生かしたボランティア活動について
学んでみませんか。
と　き／３月９日㈯　9:00～14:30
ところ／フィランセ東館３階ボラン
ティアルーム

内　容／地震への備えと家具固定の
必要性、家具固定に必要な知識に
関する講義、実習など

定　員／15人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／３月４日㈪までに、電話
またはFAX・Eメールに住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、性別、連絡先を記入し、
ボランティアセンターへ  
 564-9040 
 Evc@fujishishakyo.com

身近な人を支えるためのこころ
のゲートキーパー研修会（無料）

健康政策課　164-9023
と　き／３月３日㈰　9:30～11:30
ところ／フィランセ東館２階ふくし
学習室・体験室
内　容／①こころの健康について②
ゲートキーパーの役割と心得③望
ましい声のかけ方や話の聴き方な
どについて④子育てサポーターに
ついて
対　象／こころの健康に関心がある
人
定　員／30人程度
申し込み／事前に予約が必要です。
電話で健康政策課へ

おりがみ講座 
おおきなドラゴンを折る（無料）

西図書館　164-2110
と　き／３月21日㈭　春分の日　
10:00～11:30
ところ／西図書館多目的室
講　師／寺尾洋

よう

子
こ

さん（クラフト作家）
対　象／市内在住・在学・在勤の人
（小学生以下は保護者同伴）
定　員／６組（応募者多数の場合抽せん）
※１組最大４人まで。
申し込み／３月14日㈭までに、直接
または電話、FAXに氏

ふり

名
がな

、電話番
号、参加人数を記入し、西図書館へ
 564-3001

シルバー人材センター 
初心者のためのスマホ講座
シルバー人材センター　153-1150
と　き／３月５日～５月28日の毎週
火曜日（４月30日は除く）13:30～
15:30　計12回
ところ／富士市シルバー人材センタ
ー３階中研修室
内　容／文字入力、メール、L

ラ イ ン

INE、
G
グ ー グ ル

oogleアプリなどの活用法
定　員／20人（先着順）
※受講生５人にアシスタントが１人
つきます。

受講料／月額3,000円（別途テキスト
代972円）

※テキスト代は初回に徴収します。
持ち物／スマートフォン、筆記用具
※らくらくスマホ（docomo）以外
のスマートフォンを持参してくだ
さい。

申し込み／２月20～22日の9:00～16:00
に電話でシルバー人材センターへ



行政書士事務所を始めたきっかけは？
　第一子の妊娠をきっかけに退職しましたが、
社会とのつながりがなくなってしまうという漠
然とした不安がありました。次第に「子育てを
しながら、働く環境をみずからつくる仕事をし
たい」と強く思うようになり、市役所の臨時職
員として働いていた経験を生かし、幅広い仕事
ができる行政書士の資格取得にチャレンジする
ことを決意しました。出産後、子育ての合間に
猛勉強し、2016年に資格を取得。第二子出産
後の2018年8月に事務所を設立し、開業しま
した。

現在はどんな働き方をしていますか？
　行政書士は、お客様の代理人としてさまざま
な行政手続を行います。家系図を作成すること
もあります。まだ私は開業したばかりなので、

毎月2回程度、
静岡県行政書士
会や支部で行わ
れている講習会
に参加したり、
行政書士の先輩
の事務所で事務
員として働いた
りして、現場を
学んでいます。
仕事と子育ての

広
報
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じ
　
平
成
31
年
2
月
5
日
号
（
毎
月
5
日
・
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このコーナーでは「いただきへの、はじまり」を
胸に頑張る“富士青春市民”を紹介します！

富士青春市民を随時募集中です

行政書士事務所　代表
高橋　奈津紀 さん

（今泉）

第19回

「
子
育
て
マ
マ
」、
そ
し
て
「
行
政
書
士
」
の
二
足
の
わ
ら
じ
に
挑
戦
中
！

バランスが保てるように、「子育ての日」、「仕
事の日」といったように１日単位で決め、ロー
テーションしながら働いています。

今後の目標は？
　２つあります。１つ目は、子どもに一生懸命
働く姿を見てもらい、働くことが楽しそうだと
思ってもらうことです。生活の一部として「働
く」ことを身近に感じてもらえればうれしいで
す。
　２つ目は、私自身が富士市の魅力の担い手と
なり、住みよいまちづくりにかかわっていくこ
とです。生まれ育った富士のまちが大好きなの
で、これまで諸先輩方がつくってくれた住みよ
い環境に感謝しながら、積極的にまちづくりに
かかわっていきたいです。

公園や児童館が充実している
ところ

my 
ふじらぶ

【人口と世帯】1月 1 日現在
人口：254,110人（前月比-25）
　　　男125,779人　女128,331人
世帯：105,726世帯（前月比＋84）

【編集・発行】
総務部シティプロモーション課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100
☎0545-55-2700　50545-51-1456

　元日号お年玉プレゼントに395件のご応募をいただきました。アンケ
ートには具体的なご意見をいただき、今後の参考として編集担当者全
員で情報を共有しています。さて、富士市の魅力として最も多かった
のが、富士山。回答として当たり前のようですが、特徴的で興味深い
のが「何といっても」という表現をする人がとても多かったことです。 
これだけ強く同じ思いで魅力を語る市民がいるまちは、ほかにはない！
という富士市民の魅力を改めて感じることができました。（と）

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　F
フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・t

ツ イ ッ タ ー
witter・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中！ この広報紙は印刷用の紙にリサイクルできます。

こちら編集室「何といっても！」

富士市コールセンター
おしえてコールふじ
☎53-1111
受付時間／8:30～18:00
受付日／年末年始除く毎日

今号からリニューアル！


